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1　時が流れて　年の瀬の　風は冷たく　空澄みぬ
　仏の御名を　高らかに　称うる今日は　仏名会
　南無阿弥陀仏　阿弥陀仏　南無阿弥陀仏　阿弥陀仏

2　古き御代より　伝え継ぐ　三垢罪障　消す法会
　仏の御名を　高らかに　称え身も世も　清かれと
　南無阿弥陀仏　阿弥陀仏　南無阿弥陀仏　阿弥陀仏

3　貪瞋痴より　出ずる罪　三世にわたる　三千の
　仏の御名を　高らかに　称えて懺悔　礼拝す
　南無阿弥陀仏　阿弥陀仏　南無阿弥陀仏　阿弥陀仏

4　覚えずつくる　罪あまた　心の汚れ　拭わんと
　仏の御名を　高らかに　称えて罪は　消えゆけり
　南無阿弥陀仏　阿弥陀仏　南無阿弥陀仏　阿弥陀仏

吉　田　祐　倫　作詞

（図表は８ページ）
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